
放射線から守る技術

ラドフレクシー N（中性子吸収材）
ラドフレクシー N（中性子吸収材）は、
中性子が発生する医療施設・研究施設において
人と環境にやさしい技術です。

◉施設*内の空間線量を安全・安心なレベルに保ち、施設スタッフの被ばくを低減します

◉施設解体時の放射性廃棄物発生量を抑え、環境負荷を低減します

◉周辺機器の放射化・誤作動を緩和します

◉ガンマ線に対する耐放射線性を有します

熱中性子によるコンクリートや金属の放射化を抑制することによって

※本材は安藤ハザマとの共同で開発した材料です。

*（医療施設例）陽子線・重粒子線医療施設・
　PET施設・BNCT施設等

炭化ホウ素含有量：20wt%
密　度：1.2g/cm3

　色　：黒色
形　状：シートタイプ
　　　　（30cm×30cm角型、厚さ=10、5、3mm）
　　　　塗料タイプ
高伸縮性　良加工性
耐 環 境 性 ： 20～30年
耐放射線性 ： ～5MGy（ガンマ線）
耐水性・防食効果あり
加速器施設内の壁・床・天井面や
機器周辺の湾曲箇所にも設置可能
◎施設スタッフの被ばく低減に
◎放射性廃棄物量と処理コストの削減に
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Rad-Flexy N



中性子ビームを本材（10mm厚）の上部から照射し　入射面と透過面に設置した
検出器（金箔）により透過前後の中性子量を評価中性子吸収効果

コンクリート試料の上に本材を設置して中性子ビームを試験体上部から照射
▶コンクリート試料の放射化により生成した放射性同位元素24Naおよび56Mnを比較放射化低減効果

PET施設におけるコンクリートの放射化によって生成した
放射性核種の経時変化と本材（10mm厚）の効果放射化による核種生成シミュレーション

【稼働中】施設スタッフの被ばくを低減

本　　　社　東京都千代田区神田錦町3-21　TEL 03-5282-8500
鹿 島 支 店　茨城県神栖市深芝南2-10-3
中 部 支 店　三重県四日市市朝日町3-2 プラザ1986
札 幌 支 店　北海道札幌市北区北10条西3丁目23番地1-1F
関西営業所　兵庫県神戸市中央区下山手通2-13-3-8F

http://www.yoshizawa-la.co.jp/
https://bridges-jp.com

〈製造協力〉

〈中性子吸収試験イメージ〉

【評価条件】全中性子束：6.2×105cm-2・s-1　熱中性子束：5.2×105cm-2・s-1　照射時間：3ｈ
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〈中性子吸収試験〉は
安藤ハザマによるもので
数値は試験値です

〈放射化試験イメージ〉

【評価条件】全中性子束：6.9×105cm-2・s-1　熱中性子束：5.9×105cm-2・s-1　照射時間：4ｈ

中性子ビーム ラドフレクシー N

コンクリート試料
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〈放射化試験〉は
安藤ハザマによるもので
数値は試験値です
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自然環境レベルに近い線量に低減します
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【評価条件】熱中性子束：1.0×106cm-2/s-1　照射時間：5h/day　対象壁面：3.0×2.4m　評価高さ：1.0ｍ

【解体時】放射性廃棄物処理費用の削減と
環境負荷の低減 一般産業廃棄物として処理できます

放射線から守る技術 Rad-Flexy N


